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要旨： 2004～2013 年度までの沖縄県南城市大里における揮発性有機化合物(VOCs)調査結果を解析したところ，空気塊

が大陸経由で飛来した場合に PM2.5とベンゼン及び 1,2-ジクロロエタンなどの塩素化炭化水素類と有意に正の相関が確認

された．相関のあったこれらの物質のうちいくつかは，経年増加傾向を示した． 
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Ⅰ はじめに 

 有害大気汚染物質とは，「継続的に摂取される場合には

人の健康をそこなうおそれがある物質で大気の汚染の原

因となるもの」と大気汚染防止法により定められている．

有害大気汚染物質のうち，都道府県等の自治体では優先

取組物質 23 物質の常時監視を行っており，それらのうち

当研究所では揮発性有機化合物（以下「VOCs」と記す．）

11 物質の調査測定を行っている． 

 近年問題になっている光化学オキシダント（以下「O3」

と記す．）や微小粒子状物質（以下「PM2.5」と記す．）な

どは，越境移流による影響が大きいと言われている．ベ

ンゼンや 1,2-ジクロロエタンなどの VOCs についても，

越境移流との関係について報告されている 1,2,3)． 

当研究所では，VOCs 測定時に，優先取組物質 11 物質

を含めた 44 成分同時測定を行っている．今回，VOCs の

経年変化や PM2.5 高濃度時における VOCs の測定結果か

ら，VOCs の越境移流が示唆される結果が得られたので

報告する． 

   

Ⅱ 方法 

 VOCs サンプリングは，沖縄県南城市大里に位置する

当研究所屋上にて実施した．当研究所は周囲を原野に囲

まれており，近くに主要幹線道路や大きな発生源等がな

いため，バックグラウンド地点として位置付けることが

できる． 

２．調査期間 

（１）モニタリング調査 

 2001 年度から当研究所屋上にて毎月１回 24 時間連続

サンプリングを行っているが，今回の解析対象は直近 10

年間の 2004～2013 年度とした．ただし，2013 年度は速

報値である． 

（２）PM2.5高濃度時調査 

 九州大学が提供している SPRINTARS4)を用いて，PM2.5

の高濃度予測があった 2013 年 12 月９日～10 日まで，17

時間及び 24 時間連続サンプリングを行った．10 日１時

には，当研究所から 20 km ほど北にある沖縄局の PM2.5

の１時間値が 105 g m-3 という高い値を記録した．PM2.5

低濃度時の参考値を得るために，10～11 日にも 24 時間

連続サンプリングを行った．サンプリング時の PM2.5濃度

について表１に示した． 

 

採取日時(2013年12月) 採取時間(h)

 9日16:00 ～ 10日 9:00 17 47.0 105 (  9日  1時) ― 8

 9日16:00 ～ 10日16:00 24 39.0 105 (  9日  1時) ― 8

参考値(PM2.5低濃度時)

10日16:00 ～ 11日16:00 24 8.9 18 (10日16時) ― 4

PM2.5濃度(g m
-3

) 最大

(  9日21時)

(  9日21時)

(11日  7時)

最小

 

表１．VOCs 試料採取時間帯の PM2.5濃度 
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(a)アクリロニトリル

指針値:2 g m-3

(b)テトラクロロエチレン

基準値:200 g m-3

(c)塩化ビニルモノマー

指針値:10 g m-3

(d)トリクロロエチレン

基準値:200 g m-3

(e)クロロホルム

指針値:18 g m-3

(f)1,3-ブタジエン

指針値:2.5 g m-3

(g)1,2-ジクロロエタン

指針値:1.6 g m-3

(h)ベンゼン

基準値:3 g m-3

(i)ジクロロメタン

基準値:150 g m-3

(k)トルエン

指針値:なし

(j)クロロメタン

指針値:なし

 

図１．南城市大里における優先取組物質 VOCs11 物質の 2004～2013 年度の経年変化 

   全国平均は，平成 24 年度大気汚染状況報告書より引用 


